
※プログラム調整等により、時間に変更が生じることがありますのでご了承ください。

※セミナー中、質疑応答や自己紹介、参加確認等で使用するため、受講にあたってはPCマ

イクとWEBカメラが必要です。

また、緊急のやむを得ない事情を除き、全セッションの受講を原則としております。可能な限

り、2日間落ち着いて参加できる環境を整えてください。

※実際に腹膜透析プログラムを行っている施設に勤務しており、基礎知識の習得と、その質

の向上を希望する医師を対象とします。

詳細についてはホームページでも紹介しております。ご覧ください。

⇒ https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kidney/system/D2-1bsjnu-kiso.html

※右下のQRコードを読み取りWEBへアクセスいただくと登録フォームが開きます。必要事項を

ご入力の上送信してください。事務局で確認後、5営業日以内にご登録のメールアドレスへ正

式な申込書（エクセルファイル）をお送りします。

なお、QRコードの利用が困難な場合やご不明な点については、下記問い合わせ先までメール

もしくは電話等で直接ご連絡をお願いします。（土日祝、12/29～1/3は休業）

お問い合わせ 【BSJNU事務局】
E-mail：nagoya2-pd@med.nagoya-u.ac.jp
TEL/FAX：052-744-2205 X：@bsjnupd

check



〇PDの歴史、SDMからassisted PD、CKMまで

〇腹膜の解剖・生理と腹膜透析の原理から、腹膜機能検査まで

〇PDカテーテル留置術と、その合併症と対策

〇PDカテーテルに関連したトラブル、出口部変更術

〇PD関連感染症～腹膜炎、出口部感染にいかに対応するか～

〇症状から考えるPD関連感染症

〇APDとCAPDの選択、遠隔モニタリング、併用療法

〇導入期から維持期にかけてのPD管理、適正透析

〇体液バランスと限外濾過不全、EPSの予防と診断

〇PD処方をどう決めるか？適正透析、体液量コントロール

〇その他のPD関連合併症として、横隔膜交通症、ヘルニア、腹

膜炎以外の排液混濁

〇総括

BSJNU


